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心
の
葛
藤
は
勉
強
で
も
常
に
生

じ
て
い
ま
す
。
「
勉
強
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
け

ど
、
ど
う
し
て
も
ヤ
ル
気
が
で
な

い
」
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
実
際
に
、
「
ヤ
ル
気
」
は

勉
強
の
原
点
で
あ
る
と
言
っ
て
も

良
い
く
ら
い
重
要
な
要
素
で
す
。

　

Ｉ
Ｑ
試
験
で
有
名
な
心
理
学
者

ビ
ネ
ー
が
、
知
能
に
必
要
な
要
素

を
３
つ
挙
げ
て
い
ま
す
。
論
理
力

と
言
語
力
と
熱
意
で
す
。
熱
意
、

つ
ま
り
ヤ
ル
気
を
含
め
て
い
る
の

は
さ
す
が
で
す
。

　

と
き
お
り
親
や
先
生
が
「
や
れ

ば
で
き
る
の
に
」
と
子
ど
も
を
励

ま
す
の
を
見
か
け
ま
す
。
し
か
し
、

「
や
れ
ば
で
き
る
」
は
「
で
き
な

い
」
と
同
様
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

ヤ
ル
気
が
な
い
か
ら
で
す
。
三
大

要
素
の
一
つ
が
欠
け
て
い
る
こ
と

を
赤
裸
々
に
指
摘
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
で
は
、
ヤ
ル
気
を
出
す
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ヤ
ル
気
は
、
脳
の
「
側
座
核

（
そ
く
ざ
か
く
）
」
と
い
う
場
所

で
つ
く
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
側
座

核
は
直
径
１
㎝
以
下
の
と
て
も
小

さ
な
脳
部
位
で
、
脳
の
中
心
近
く

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
側
座

核
の
性
質
が
や
っ
か
い
な
の
で
す
。

側
座
核
を
活
動
さ
せ
る
た
め
に
は
、

あ
る
程
度
の
刺
激
が
必
要
な
の
で

す
。
刺
激
が
来
な
い
と
十
分
な
活

動
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
何
も
し
な
い
で
い

て
「
ヤ
ル
気
が
出
な
い
」
の
は
、

当
た
り
前
な
の
で
す
。
刺
激
を
入

れ
な
け
れ
ば
側
座
核
は
活
動
し
な

い
の
で
、
ヤ
ル
気
の
出
し
よ
う
が

な
い
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
ヤ

ル
気
が
出
な
い
時
に
は
、
何
よ
り

机
に
向
か
っ
て
勉
強
を
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
と
に
か
く
、
側
座
核

を
刺
激
す
る
の
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
し
だ
い
に
ヤ
ル
気
が
生
じ
て

勉
強
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
案
ず
る
よ
り
産
む

が
易
し
。
勉
強
は
始
め
さ
え
す
れ

ば
、
50
％
は
終
わ
っ
た
よ
う
な
も

の
で
す
。

　

た
と
え
ば
大
掃
除
。
皆
さ
ん
に

も
、
嫌
々
な
が
ら
掃
除
を
始
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
う
ち
気

分
が
の
っ
て
、
部
屋
を
す
っ
か
り

片
づ
け
て
し
ま
っ
た
経
験
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
現
象
は
、
精
神
学
者

ク
レ
ペ
リ
ン
に
よ
っ
て
「
作
業
興

奮
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
始

め
る
と
、
だ
ん
だ
ん
調
子
が
出
て
、

集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

が
作
業
興
奮
で
す
。
側
座
核
が
目

を
覚
ま
す
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
机
に

向
か
っ
て
勉
強
を
始
め
る
。
そ
し

て
、
始
め
た
ら
10
分
は
中
断
し
な

い
。
こ
の
姿
勢
が
肝
心
な
の
で
す
。

　

さ
あ
皆
さ
ん
、
「
ヤ
ル
気
」
を

出
し
て
自
分
の
目
標
（
進
路
実

現
）
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
の
部
活
動
を

見
て
み
る
と
、
運
動
部
で
は
県
総

体
で
優
勝
し
た
バ
レ
ー
男
女
、
体

操
男
女
、
サ
ッ
カ
ー
（
男
）
、
剣

道
（
男
）
の
６
団
体
、
そ
し
て
個

人
で
17
人
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全

国
高
等
学
校
体
育
大
会
）
に
出
場

し
ま
し
た
。
中
で
も
７
年
ぶ
り
に

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
サ
ッ

カ
ー
部
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、

３
回
戦
ま
で
駒
を
進
め
、
ベ
ス
ト

16
と
い
う
結
果
を
収
め
ま
し
た
。

チ
ー
ム
全
員
で
頑
張
っ
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
勢
い
で
11
月

の
全
国
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
高

知
県
予
選
も
勝
ち
抜
き
、
７
年
ぶ

り
の
選
手
権
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
正
月
の
全
国
大
会
で
の
活
躍

が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
は
県
体
初
出
場
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
女
子
バ
レ
ー

部
は
３
年
生
が
い
な
い
１
・
２
年

生
の
チ
ー
ム
で
す
が
、
２
年
生
が

中
心
と
な
っ
て
見
事
に
県
体
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
男
女
一
緒
に

正
月
の
全
日
本
高
校
選
手
権
大
会

（
春
高
バ
レ
ー
）
に
出
場
し
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
と
い
う
高
い
目
標

を
も
っ
て
出
場
権
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
自

分
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

文
化
部
で
は
軽
音
楽
部
が
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

が
高
知
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
今
年
は
そ
の
プ
レ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
、
今
年

度
と
２
期
に
渡
り
、
本
校
の
生
徒

が
高
知
県
の
生
徒
実
行
委
員
長
を

務
め
、
県
の
文
化
部
の
活
動
及
び

総
文
祭
の
準
備
を
牽
引
し
ま
し
た
。

来
年
の
大
会
が
成
功
す
る
こ
と
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
（
12
／
15
）
に
開

か
れ
た
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国

大
会
に
お
い
て
吹
奏
楽
部
が
全
国

で
５
位
と
い
う
高
い
評
価
（
金

賞
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
ず

か
15
名
と
い
う
少
人
数
で
50
名
規

模
の
ラ
イ
バ
ル
を
し
の
い
で
の
入

賞
で
す
。

高
校
副
校
長 

石　

井　
　

全
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「
高
知
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」

「
高
知
中
学
高
等
学
校
図
書
館
」

　

平
成
三
十
年
度
の
一
月
に
、
中
学

校
と
高
等
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
ま

し
た
図
書
室
を
一
カ
所
に
ま
と
め
、

管
理
棟
三
階
に
「
高
知
中
学
高
等
学

校
図
書
館
」
が
新
た
に
開
館
し
ま
し

た
。

　

百
二
十
周
年
特
別
予
算
で
た
く
さ

ん
の
新
し
い
本
も
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
、
毎
日
多
く
の
生
徒
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
べ
学
習
や
映

像
学
習
の
他
、
学
年
単
位
の
特
別
活

動
な
ど
、
様
々
な
活
用
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
り
充
実
し
た
環
境

づ
く
り
を
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

　

図
書
館
内
部
の
西
側
部
分
（
写
真

上
）
は
主
に
大
型
書
架
を
配
置
し
て

お
り
、
読
書
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

中
央
部
分
（
写
真
中
）
は
新
刊
の
陳

列
や
本
の
貸
出
返
却
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
東
側
部
分
（
写
真
下
）
は
、

読
書
や
新
聞
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
で
、
授

業
や
特
別
活
動
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

生
徒
は
読
書
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

勉
強
を
し
た
り
、
め
く
り
百
人
一
首

（
写
真
中
央
）
の
対
戦
を
し
た
り
、

ナ
ゾ
解
き
で
脳
ト
レ
を
し
た
り
、
大

学
進
路
コ
ー
ナ
ー
や
自
己
啓
発
コ
ー

ナ
ー
で
、
将
来
を
考
え
た
り
自
分
磨

き
の
ヒ
ン
ト
を
探
す
な
ど
、
思
い
思

い
の
過
ご
し
方
で
図
書
館
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
図
書
館
が
生
徒
の
成
長

の
助
け
に
な
り
、
将
来
の
目
標
を
見

つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
場
所
に
な

る
よ
う
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

中央部分

東側部分

西側部分

めくり百人一首の様子
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学
校
法
人
高
知
学
園
創
立
百
二
十
周
年
記
念
行
事
等
の
紹
介

学
校
法
人
高
知
学
園
創
立
百
二
十
周
年
記
念
行
事
等
の
紹
介

　

学
園
創
立
百
二
十
年
を
記
念
し

て
、
三
年
ぶ
り
の
定
期
演
奏
会

「
マ
ー
チ
ン
グ
レ
ビ
ュ
ー
二
〇
一

九
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
演

奏
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
マ
ー
チ
ン

グ
を
中
心
と
し
て
お
り
、
他
の
学

校
の
演
奏
会
と
は
全
く
違
っ
た
趣

を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
演
奏

演
技
は
大
変
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
記
念
演
奏
会
と
い
う
こ

と
で
、
吹
奏
楽
部
の
卒
業
生
二
十

数
名
も
参
加
し
ま
し
た
。
現
役
生

と
の
合
同
演
奏
で
は
重
量
感
あ
ふ

れ
る
サ
ウ
ン
ド
と
華
や
か
ガ
ー
ド

シ
ョ
ー
な
ど
、
聴
き
応
え
見
応
え

十
分
で
し
た
。

　

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
で
は
高
知

小
学
校
の
合
唱
部
も
参
加
し
ま
し

た
。
爽
や
か
な
歌
声
で
会
場
を
魅

了
し
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
、
学
園
の
繋
が
り
を
感
じ
る

温
か
な
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
知
学
園
は
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
四
月
、
高
知
市
中
新
町
に
創
立
さ
れ
た
江
陽
学
舎
を
起
源
と
し
、

本
年
度
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

  

こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
周
年
行
事
等
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
吹
奏
楽
部
演
奏
会
「
マ
ー
チ
ン
グ
レ
ビ
ュ
ー
二
○
一
九
」

　

日　

時　

令
和
元
年
八
月
九
日
（
金
）　

午
後
六
時
開
演　

八
時
半
終
了

会　

場　

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ　

か
る
ぽ
ー
と
大
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　

　

単
独
南
極
点
到
達
を
果
た
し
た

プ
ロ
冒
険
家　

阿
部
雅
龍
氏
を
招

聘
し
、
標
記
の
講
演
会
を
高
知
小

学
校
六
年
生
、
高
知
中
学
校
・
高

知
高
校
生
徒
、
教
職
員
等
約
千
人

を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。
氏
は

冒
険
家
に
な
っ
た
理
由
、
南
米
大

陸
の
縦
断
や
北
極･

南
極
で
の
生
活

の
様
子
を
話
さ
れ
る
中
、
現
地
の

食
べ
物
を
現
地
の
方
法
で
食
べ
る

こ
と
に
よ
り
、
現
地
の
人
と
の
距

離
感
が
縮
ま
っ
た
こ
と
や
、
自
分

が
何
を
や
り
た
い
の
か
、
口
に
し

て
言
わ
な
い
と
相
手
に
伝
わ
ら
な

い
。
そ
し
て
、
人
生
は
一
回
し
か

な
い
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
っ

て
ほ
し
い
、
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

◇
記
念
講
演
会

　

「
人
生
を
選
択
し
て
生
き
る
ー
冒
険
家
と
し
て
の
生
き
方
」

日　

時　

令
和
元
年
九
月
二
十
五
日（
水
）午
後
一時
五
十
分
〜
三
時
二
十
分

会　

場　

高
知
中
学
高
等
学
校
体
育
館　
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招
待
し
ま
し
た
東
海
大
相
模
高

校
は
、
昭
和
五
十
年
春
の
全
国
高

等
学
校
選
抜
野
球
大
会
に
お
い
て
、

高
知
高
校
が
優
勝
し
た
際
、
決
勝

戦
で
戦
っ
た
相
手
チ
ー
ム
で
す
。

当
時
の
主
力
選
手
で
あ
っ
た
原
辰

徳
さ
ん
は
現
在
、
プ
ロ
野
球
読
売

巨
人
軍
の
監
督
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

招
待
野
球
の
試
合
に
つ
い
て
は
、

高
知
中
学
校
、
高
知
高
校
の
生
徒

は
観
戦
・
応
援
と
位
置
付
け
、
三

塁
側
に
高
校
生
、
一
塁
側
に
中
学

生
が
陣
取
り
、
東
海
大
相
模
高
校

と
高
知
高
校
の
応
援
を
、
ま
た
、

す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー
に
は
拍
手
で

讃
え
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド
に
は
、

多
く
の
野
球
フ
ァ
ン
や
Ｏ
Ｂ
ら
が

集
ま
り
試
合
を
観
戦
し
て
い
ま
し

た
。

　

第
一
試
合
は
、
初
回
に
相
模
が

二
点
本
塁
打
、
さ
ら
に
一
点
追
加
、

六
回
に
も
一
点
、
七
回
に
本
塁
打

で
一
点
追
加
、
九
回
に
も
一
点
を

追
加
し
、
計
六
点
を
得
ま
し
た
。

高
知
は
、
一
回
裏
に
一
点
を
、
八

回
裏
に
一
点
を
返
し
た
も
の
の
敗

戦
と
な
り
ま
し
た
。

  

第
二
試
合
は
、
相
模
に
六
回
ま

で
に
五
点
を
奪
わ
れ
、
七
回
に
は

一
挙
六
点
を
計
上
、
八
回
に
も
二

点
計
上
し
、
計
十
三
点
を
許
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
高
知
は
七
回
に

二
点
を
奪
っ
た
も
の
の
、
追
加
点

が
な
く
、
敗
戦
し
ま
し
た
。

　

高
知
高
校
野
球
部
に
と
っ
て
、

今
後
の
成
長
に
つ
な
が
る
試
合
と

な
り
ま
し
た
。

◇
招
待
野
球　

東
海
大
学
付
属
相
模
高
等
学
校

日　

時　

令
和
元
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）
第
一
試
合　

午
前
九
時
半

第
二
試
合　

午
後
一
時　

場　

所　

高
知
球
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

軽
音
楽
部
は
、二
〇
一
七
年
度
に

同
好
会
か
ら
部
に
昇
格
し
ま
し

た
。現
在
、部
員
数
は
当
時
の
四
倍

強
と
な
り
、大
会
で
は
県
最
優
秀
、

全
国
三
位
等
、数
々
の
結
果
も
出

し
て
き
ま
し
た
。文
化
部
と
し
て

校
内
最
大
規
模
と
な
っ
た
軽
音
楽

部
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
、百
二
十
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
に
記
念

演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。現
役

で
活
躍
す
る
中
学
生
や
高
校
生
部

員
の
バ
ン
ド
に
加
え
、同
好
会
時
代

の
部
長
や
、昨
年
度
数
々
の
大
会

で
受
賞
し
て
き
た「L

aze

　of

　

L
azy

」、卒
業
生
が
ベ
ー
ス
を
担

当
し
県
内
で
は
人
気
の
バ
ン
ド「
彼

岸
」が
ゲ
ス
ト
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に

華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。演
奏

会
の
直
前
の
県
大
会
で
最
優
秀
に

輝
き
、来
年
度
、高
知
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会「
二
〇
二
〇
こ
う

ち
総
文
」に
出
場
が
決
定
し
た
中

高
生
ガ
ー
ル
ズ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド「
な
ん

じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
」が
ト
リ
を
務
め
、

ラ
イ
ブ
は
最
高
潮
の
中
、フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
ロ
ッ
ク
調
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
ロ
ッ
ク
学
園
歌
」を
な
ん
じ
ゃ
も

ん
じ
ゃ
が
演
奏
し
、出
演
者
や
客

と
し
て
来
て
い
た
学
生
も
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、全
員
で
校
歌
を
大

合
唱
し
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

T
w
itter

を
見
て
来
た
、と
い
う

卒
業
生
や
保
護
者
の
方
々
、他
校

の
軽
音
楽
関
係
の
学
生
や
教
員

等
、た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、一
緒
に
高
知
学
園
百
二

十
周
年
を
祝
う
こ
と
が
で
き
、大

変
有
意
義
な
演
奏
会
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
百
三
十
年
、百
五

十
年
、二
百
年
と
高
知
学
園
が
発

展
し
、ま
た
こ
の
よ
う
な
記
念
演

奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、日
々
の
精
進
に
励
ん
で
い
き

た
い
。

◇
軽
音
楽
部
演
奏
会

日　

時　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
三
日
（
土
・
祝
）

午
後
一
時
開
演　

六
時　

終
了　
　
　
　

会　

場　

Ｂ
Ａ
Ｙ
５
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ　

Ｂ
｜
Ｂ
Ｏ
Ｘ

出　

演　

軽
音
楽
部
員
バ
ン
ド　

六
バ
ン
ド　
　
　

卒
業
生
バ
ン
ド　
　
　

三
バ
ン
ド　
　
　

教
員
バ
ン
ド　
　
　
　

一
バ
ン
ド　
　
　

計
十
バ
ン
ド　
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心
配
さ
れ
た
降
雨
も
な
く
、
記

念
式
典
は
、
百
人
以
上
の
来
賓
を

含
む
高
知
学
園
の
幼
児
・
児
童
・

生
徒
・
学
生
・
教
職
員
等
九
百
人

を
超
え
る
参
列
者
の
下
、
厳
粛
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
森　

曉
高
知
中

学
高
等
学
校
校
長
の
開
式
の
辞
、

世
界
の
鐘
・
黙
想
、
吹
奏
楽
部
員

に
よ
る
演
奏
の
下
、
国
歌
斉
唱
、

竹
内
康
雄
記
念
事
業
実
行
委
員
会

会
長
の
挨
拶
、
吉
良
正
人
高
知
学

園
理
事
長
の
式
辞
に
続
い
て
、
尾

﨑
正
直
高
知
県
知
事
（
代
理
・
橋

口
欣
二
高
知
県
文
化
生
活
ス
ポ
ー

ツ
部
長
）
、
さ
ら
に
、
青
木
章
泰

高
知
商
工
会
議
所
会
頭
・
高
知
県

ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
か
ら
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。
来
賓
紹
介
で
は
、

卒
業
生
で
あ
る
中
西
哲
参
議
院
議

員
、
広
田
一
衆
議
院
議
員
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
の
紹
介
、
祝
電
披

露
と
続
き
ま
し
た
。
生
徒
代
表
挨

拶
で
は
、
川
﨑
怜
也
生
徒
会
長
が

「
高
知
学
園
に
も
、
そ
し
て
、
私

た
ち
に
も
今
後
、
様
々
な
試
練
や

困
難
が
待
ち
構
え
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
高
知
学
園
に
は
か
け

が
え
の
な
い
歴
史
と
伝
統
が
あ

り
、
多
く
の
人
々
の
努
力
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
誇
り
に
、
そ
し
て
支
え
に
、

仲
間
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
感
謝
と
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
全

員
で
学
園
歌
を
斉
唱
し
、
式
典
を

終
え
ま
し
た
。

◇
記
念
式
典日　

時　

令
和
元
年
十
二
月
一
日
（
日
）　

午
後
二
時
半
〜
三
時
半

会　

場　

高
知
中
学
高
等
学
校
体
育
館　
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祝
賀
会
は
、
三
百
人
を
超
え
る

出
席
者
の
下
、
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。
ま
ず
冒
頭
に
、
本
校
吹
奏

楽
部
員
に
よ
る
歓
迎
演
奏
、
「
よ

さ
こ
い
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
言
葉
に
続
き
、
小
島
一
久

高
知
学
園
短
期
大
学
学
長
の
挨

拶
、
尾
﨑
正
直
高
知
県
知
事
、
続

い
て
岡
﨑
誠
也
高
知
市
長
の
祝

辞
、
祝
電
披
露
と
続
き
ま
し
た
。

　

鏡
開
き
は
五
樽
が
用
意
さ
れ
、

来
賓
や
学
園
関
係
者
が
「
よ
い

し
ょ
」
の
か
け
声
と
と
も
に
、
樽

の
鏡
（
蓋
）
を
開
き
ま
し
た
。
続

い
て
、
卒
業
生
で
あ
る
板
原
啓
文

土
佐
市
長
の
発
声
に
よ
り
乾
杯
を

行
い
ま
し
た
。
開
宴
中
は
、
出
席

者
同
士
に
よ
る
温
か
い
会
話
や
旧

交
深
ま
る
会
話
が
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
会
の
終
わ
り
に
は
、
学
園
歌

一
番
を
応
援
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
指
導

の
下
、
エ
ー
ル
を
交
え
て
全
員
で

唱
和
し
、
記
念
と
な
る
祝
賀
会
を

閉
じ
ま
し
た
。

◇
記
念
祝
賀
会

日　

時　

令
和
元
年
十
二
月
一
日
（
日
）　

午
後
五
時
〜
七
時
半

会　

場　

ホ
テ
ル
日
航
高
知　

旭
ロ
イ
ヤ
ル　
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９
月
４
日
（
水
）
11
時
よ
り
、

大
塚
製
薬
株
式
会
社
・
太
期
一
郎

氏
を
お
招
き
し
、
大
塚
製
薬
と
本

校
と
の
間
で
連
携
協
定
に
関
す
る

調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

大
塚
製
薬
と
の
連
携
協
定

大
塚
製
薬
と
の
連
携
協
定

軽
音
楽
部

軽
音
楽
部

　

11
月
17
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
第
17
回
高
知
県
高
等
学
校
軽

音
楽
演
奏
会
に
お
い
て
、
軽
音
楽

部
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
」
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
来
年

夏
に
高
知
県
を
会
場
と
し
て
実
施

予
定
の
全
国
大
会
（
こ
う
ち
総
文

２
０
２
０
）
へ
の
出
場
が
決
定
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル

soda

」
も
、
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
（
金
）
、
２
・
３
限

目
に
ハ
ワ
イ
の
先
生
方
が
来
ら

れ
、
国
際
交
流
の
時
間
を
持
ち
ま

し
た
。
英
語
で
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
時
間
の
最
後
に
は
折

り
紙
で
レ
イ
の
花
を
作
り
ま
し

た
。
楽
し
く
英
会
話
の
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
ハワ
イ
よ
り

国
際
交
流
ハワ
イ
よ
り
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全 国 大 会 出 場
男子バレーボール部

女子バレーボール部

男 子 サ ッ カ ー 部

吹 奏 楽 部

少 林 寺 拳 法 部

剣 　 　 道 　 　 部

【全日本バレーボール高等学校選手権】
　　Ｒ2年1月5日　１７：３５～
　　1回戦　ＶＳ　大塚高校　（大阪）

【全日本バレーボール高等学校選手権】
　　Ｒ2年1月5日　１１：０５～
　　1回戦　ＶＳ　京都橘高校（京都）

【第98回全国高校サッカー選手権大会】
　　Ｒ1年12月31日　１２：０５～
　　1回戦　ＶＳ　明秀日立高校（茨木）

【マーチングバンド全国大会】
　　Ｒ1年12月15日　埼玉スーパーアリーナ

【全国高等学校少林寺拳法選抜大会男子個人】　

【全国高等学校剣道選抜大会　女子団体】
　　Ｒ2年3月～

　

今
年
の
夏
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

出
場
権
を
逃
し
、
次
こ
そ
は
絶
対

に
優
勝
し
て
高
知
県
代
表
と
し
て

全
国
に
行
く
こ
と
を
目
標
に
稽
古

に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

県
体
が
終
わ
り
新
チ
ー
ム
に

な
っ
て
約
６
ヶ
月
間
、
遠
征
や
練

習
試
合
を
積
み
重
ね
、
一
人
ひ
と

り
、
課
題
や
目
標
を
も
っ
て
互
い

に
指
摘
し
合
い
な
が
ら
高
め
合
い
、

チ
ー
ム
力
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
本
番
、
１
日
目
の
個
人
戦

で
は
７
人
が
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝
ち

進
み
良
い
結
果
で
団
体
戦
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
日
目
の
団
体
戦
で
は
、
１
回

戦
・
２
回
戦
と
順
調
に
勝
ち
上
が

り
、
決
勝
の
舞
台
で
は
全
員
が
一

つ
に
な
り
、
４
｜
０
と
い
う
結
果

で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選

抜
大
会
で
は
、
一
致
団
結
し
て
男

子
の
分
ま
で
「
優
勝
」
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
高
校
選
抜
大
会
に
向
け
て

令
和
元
年
高
校
選
抜
大
会
に
向
け
て

2年連続！！ 大会４連覇！！

全日本U-15フットサル
選手権大会出場決定

全国高等学校総合文化祭
（軽音楽部門）出場決定！

全国高等学校剣道選抜大会
出場決定！

大会４連覇！！

大会初Ｖ！！

春高バレー
男女アベック出場決定！

優秀賞
戸梶 杏南（中１）
結城 心優（中２）
刈谷 太一（中３）
島田 大輝（高１）

優良賞
島田 晃成（中２） 
岡崎 花夏（高２）
田辺 陽菜（高２）
田中 一輝（高３） 

男子バレーボール部 

７年ぶり16度目！

選手権出場決定！

高校男子サッカー部 

女子バレーボール部 


